
飛鳥・藤原宮跡の発掘調沓

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

飛鳥藤原宮跡発掘調査部では，1 9 7 4年の主な調査として藤原宮跡で，宮域の東南隅確認調査
（第1 5次）と大極殿の西に位置する内裏西外郭の調査（第1 6次）をおこなった。また飛鳥地城で

は，大官大寺跡と宅地造成にともなう事前調査として和田廃寺跡の調査を実施した。主な調査
地域とその期間，而穣などについては第１表の通りである。
藤原宮跡第1 5次の調査第1 5次調査は藤原宮の東南隅の確認をF 1的に行なったものである。
調査地は，高所寺池の東方約7 0ｍの位侭にあり，宮南面外濠ＳＤ５０１の東延長部と，宮東而外
濠S D1 7 0の南延長部の交点にあたる。検出した主な遺樵には，伽立柱建物２，‘ 柵３，溝１，
土峨１などがあり，時期的には藤原樹以前と，藤原官期の２時期に区分できる。
藤原宮以前の遺椛（７世紀後半）発掘区北辺で検出したSA1725は，柱間2 . 7ｍ等間の東西j 柵
で６間分を検出した。柱列の方向は真東西に対し，東で約４．北に振れる。この柵は東端で北

折しSA1726となり，さらに調査地の北へのびる。柱間はSA1725と同じく，２．７ｍ等間であ
る。SA1725の南２ｍの位置には，これと平行する東西溝SD1724がある。またSA1726の東
２ｍには土蛎状の遺隣SK1723があり，いずれも７世紀後半の遺物を含む。SK1723は束､ ' ４部
が調査地外にあるため全体を知りえないが，その位慨，形状及びS A1 7 2 6と方向が一致する点
からSA1726に沿った南北溝と見られる。ＳＫ１７２３・SD1724はそれぞれＳＡ１７２５・ＳＡ１７２６
で画された一郭をめぐる外濠のような性格が考えられる｡

藤原宮期の遺憐S B1 7 1 5は東西棟建物とみられ，今個その東妻の部分を検出した。梁間２
間で柱間は2 . 6 5ｍを測るoS B17 1 0は梁間２間の東西棟と予想される建物で，柱間は梁間2 . 4
ｍ，桁行は3. 4ｍを越え，かなり広いものが考えられる。SB1715とSB1710の新Ⅱ|関係は不
ﾘ j である。SA1720はSB1710の陳通りにとりつく東西柵で，７間分を検出した。柱列の方向
はほぼ真東西にのり，柱間は2 . 2 ｍ等間である。宮大垣よりも小規模で性格を異にするものと

調査地区 過跡・調査次数 調交期間｜調査而職｜主な検出遺拙

６ＡＪＬ藤原宮第1 3 次・南辺地区 4 9 ．‘ 1 . 1 ( ) ～４．１７１４ａｌ洲

6 ＡＪＧｌ藤原宮第1 4 次・東南地区 ‘ １９．１０．２１～1 ０．２３１０．１

6 ＡＪＤ｜藤原蒋第1 5 次・東南隅地区’ 4 9 . 5 . 1 3 ～7 . 9 ４１柵・建物

6ＡＪＦ｜藤原宮第16次･内災西外郭地区’ 49 . 10 . 21~50 . 5 . 23146 . 5道路･建物･井戸
６ＢＴＫ｜大官大寺第１次

５ＢＷＤｌ和田廃寺第１秋

今井町環漂

‘ 1 9 . 7 . 1 5 ～5 0 . 1 . 2 3 1 3 0 １識唯・回廊

J ９．７．８～1 ０．１９１３３１柵・建物・満

5 0 . 3 . 1 1 ～３．３１１０．８１外漂・内濠・士梁

節１表1 9 7 4 年度発掘調査状況
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考えられる。以上の遺隣は調査地I ﾒ : 内から奈

良・平安時代の遺物が全く出' をしていないの

で，藤原宮期のものと承られるが，藤原脚と

どのような関係にあるかは，宮の東南隅が確

認されなかった現状では明らかでないｏとく

に門が予想されるS B 1 7 1 0 とそれにとりつく

東i ﾉL L i MI SA1720のｲr : 在は，藤原宮東南隅の位

縦決定について新たな課題を加えたことにな

る。隣接地域の調査をまって解決をはかりたｓ

いｏ

藤原宮跡第1 6次調査調査地は' ' 1 1 1 1＃公小学

校校庭に西接した地域で，大極殿西l I I l 廊と

内異西外郭柵とに挟まれた部分の北､ ドにあた

る。調査は北・南の二I I i l に分けて行なった。

検出した適職には掘立柱建物・Ｍ１・井戸・上恢出した道櫛には伽立柱建物・柵・井戸・」： 鮒１ｌｘ’ 第1 5 次‘ 淵炎遺椛実測図

職・道路とその側溝および方形周溝基などがある。これらの進隣は藤原' 内に関係するもの，職
原宮以前のもの，藤原宮以後のものに大別することができる。

藤原宮に関係する遺櫛東西・南北道路ＳＦ1 7 3 1 ．ＳＦ１７３２とその側溝，掘立柱建物ＳＢ
１７５１・柵SA1825及び' 含職SK1735がある。東西道路は調査地の' ' 1央部を火i ﾉ I ｲに走り，そのI ﾉＬｉ

端近くで南北道路と交叉している。I 陥典はいずれも側沸の心女距離で6 . 8 ｍである。道路の交

叉点では，南北道路の＃〔側溝が束ML i 道路を隣切り，これに束四道路の両側溝が流れ込み，南北

道路のi ﾉ L i 側溝はＬ' 了形に折れて西方へ流れている。これは第５～９次調査で検Ⅱ| した道路ＳＦ

1081 . 1 082の状況とl i i l じであるｏ側淋からは藤原宮様式（SD105で代表）以前・７世紀後､ドの

I 器および金銅製環が出{ ﾆ したが，凡賊は出- ｔしていない。南北道路は藤原宮期の建物S B

1 7 5 1と重複し，東西道路はi ﾉ I i へ延びて第1 1次調査で検川した内裏西外郭柵と砿複しており，道
路がいずれも先行してつくられている。この道路は藤原京条坊推定地割を桝内に及ぼした場

合，ル〔l ﾉ L i 道路SF 1731は四条条間小蹄，南北道路はi ﾉ I i - 坊坊|H1小路の延蜂' 二にあたり藤原宮内

の建物が整備される以前に建設され，盤備にあたって廃絶されたと推定される。

SB1751は桁行７間（22 . 4ｍ）・梁間２１M1（6 . 4ｍ）の南北棟で柱間は桁行・梁間共に3. 2ｍ等

| 州である。道路交点の南で南北道路と砿, 復し道路の廃絶後に建てられている。柱穴は一辺約

1 . 4 ｍの方形ですべてに柱抜取浪跡がある。柱掘形の底は' 1 1 磯で根がためをしているが，’ ' 1 に

平瓦やI 肝平瓦（6 6 4 7Ａ）を使川するものがある。建物のI ﾉ I i 側柱列と内裏四外郭柵との距離は

1 1 . 8ｍである。柵S A1 8 2 5は７間（23 . 6ｍ）の南北柵で，S B1 7 5 1の束3 . 8ｍの位置に建物と平

行して建てられている。柱問は4 . 0 ～2 . 8 と一定せず，南北両端では広くなっているｏＳＢ１７５１
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の目隠し塀とみられる。．' 皇壌ＳＫ１７３３．１７３４．１７３５．１７３６．１７８２．１７８８．１７９２は藤原宮の屋瓦

や凝灰岩破片を含む不整形な上職で，調査地の東方の人極殿西剛廊に近く，瓦の捨て場と考え

られる。軒平瓦４型式（6641Ｃ・6641Ｅ・6641Ｆ・6643Ｃ）８点，軒丸瓦５型式（6273Ｂ・6275Ａ・

6275 , . 6 281Ａ・6281Ｂ）６点が出･ ･こしているｏ

藤原宮以前の遺構掘立柱建物１９．柵６. 井戸２. 方形間溝墓３. 士戦１がある。掘立柱建物

・柵は２間～４間の平面で柱間寸法が1 . 2 ～2 . 4 ｍと小規模なもので，柱穴からは７世紀I | I 葉～

後半（藤原宮以前）の土器が出- 上する。主軸の方向や重複関係からは５群に分けられる( 第２表) 。

それらが藤原宮に関係する建物か，それ以前の集落と承るべきかは，なお細かな検討を必要と

するが，後者の可能性が高い。

井戸S E 1 7 8 0 は土壊S K 1 7 8 2 のドで検出した素掘りの井戸で直径1 . 2 ｍ，深さ1 . 5 ｍある。遺

物は土師器杯Ａ・杯Ｃ・蕊須恵器杯Ａ・杯Ｂ・蕊などが出土しており，完形に近いものが多

い。土器の特徴からみると，７世紀後半（藤原宮造営直前）のものと想定される。井戸ＳＥ１８０５

は調査地の南端中央で建物S B 1 8 0 0 の西南にある。直径0 . 6 ｍ深さ0 . 6 ｍの素掘りの井戸で遺物

もS E 1 7 8 0 に近似した様相を示す。共に掘立柱建物群と関連するものであろう。

調査地の東北部では，方形間溝墓S X 1 7 4 1 ，1 7 4 2 , 1 7 4 3 を検出したｏいずれも上面は著しく

削平されており墓戦は検出できなかった。S X 1 7 4 1 は北で束に約4 0 度振れており，東北一四南

は約９ｍ，西北一は東南約８ｍの規模である。溝は幅1 . 2 ｍ深さ0 . 3 ｍほどで東南隅が切れてい

る。溝の埋土からは布留式の護・壷が出土した。S X 1 7 4 2 はS X 1 7 4 1 に南接して南東一北東の

第２図節1 6 次洲査遺椛実測図
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貯号

Ｓｌ３ｌ７３７
ＳＢｌ７９７
ＳＢｌ８００
ＳＢｌ８０１

ＳＢ１７５５
ＳＢ１７９０
ＳＢ１７９６
ＳＢ１８１９
ＳＡ１８２９

ＳＢ１７７５
ＳＢ１７８５
ＳＢ１８１６
ＳＢｌ８２２
ＳＡ１７８９
ＳＡＩ８１３

ＳＢ１７９５
ＳＢｌ８０２
ＳＢ１８１０

ＳＢｌ８２０
ＳＡ１８２１
ＳＢ１８１５
ＳＢ１８１４

飛鳥・藤原宮跡の発掘洲侮

Ｆ１前形式 性Ⅲ総艮( ＃i 北噸I l i ）方位｜備考
４．２ｍ６．３ｍＮｌｏ２０ノＥ

6 . 8 ｍ〃 S B 1 8 0 1 と東で揃う
4 . 0 ｍ、１．４ｍ〃
３．２ｍ２．７ｍ〃

５．．ＩｍＮ５Ｕ３０′ Ｅ
、 1 . 5 ｍ３．６ｍ〃
3 . 6 ｍ以上 3 . 6 ｍ〃
４．８ｍ３．０ｍ〃

４．５ｍ〃

４．６ｍ６．３ｍ以上（) ｡ 0 0 ′
‘ 1 . 0 ｍ３．０ｍ〃
３ . ( ) 、３ . ( ) 、 ′ ′ S B 1 8 1 4 より新しい
２．．１ｍ３. ( ) 、〃S A l 8 2 1 より新しい
３．６ｍ〃
３．５ｍ〃

３．６ｍ．１．５，Ｎ2 . 3 5 ′ Ｗ
３．２ｍ５．１－１〃
. 1 . 2 ｍ３．６ｍ〃

３．６ｍ、１．８，Ｎ７｡ ‘ １０ノＷ
１０．３ｍ〃 S B 1 8 2 2 よりＴＩｆい
3 . 2 ｍ３．１，Ｎ8 . 5 0 ′ WS B 1 8 1 4 の述替え
３．６ｍ２．８ｍＮｌ５ｏｌＯ/ ＷＳＢ１８１６より【I f ぃ

東西｜ ’
東Ｉｕｉｌｌ
東西｜ ’
南北 ’ １

東西’ 1 1 1
南北陳
南北陳
畠南北．陳
束西柵

東西’ ' ' １
I f j 北伽
東ＩＪＷ陳
南北側〔
南北柵
東ＩｘｉｌＷ１

東Ｉ岬陳
束西｛1 1 1
南北Ｍｉ

東西陳
南北柵
I 櫛北陳
南北陳

２１川 × ３帆
？ × ３Ⅲ
２間× ２１Ⅲ
２間 × ｌ佃

？× 3 1 1 Ｍ
３間 × ３Ⅲ
２間以止× ２間
２間 × ２間
３間

1間×３１川ｕｌＬ
２間 × ２間
2 間 × ２間
2 間ｘ２間
２間
２間

3 間× ３１M１
２間× ３１川
３１冊 × ３１川

2 間 × ３１ハ
５１川

2 間× ２１Ｈ
２間 × ２１冊

鮒２炎鋪１６次, 淵在検出の藤原宵以前の遺榊

勝が伐っていた。S X1743はS X17 4 1の北にあり周澗の一辺のみが残っていて規模はｲくりj であ
る。S X l 7 4 1の西を走る溝S D1 7 4 4は両でやや北に振れる溝で，約1 0ｍ検出したがこれも方形
周溝墓の一部かも知れないｏまた調査地の南東部を蛇行する溝S D1 7 8 7は，幅０．３ｍで約1 7ｍ

まで検出したが，その性格は明らかでない。調査地の東端' ' １ほどにある’ ２戦S K1792の下に' ２
職SK1791を検出した。Ｉｌ４Ｉ径２ｍ深さ０．２ｍの/ 1く盤' 11形で埋上にはサヌカイトの剥叶と共に縄
文晩期の土器片がつまっていた。調在地の1 ﾉ ﾘ 北をﾙ〔北－１凡i 南に横切る砂上からも縄文時代のl ：
器。石器片が出l こしており，付近に巡椛のｲ f 在するI ﾘ 能性がある。

藤原宮以降の遺櫛｜叉l 示していないが, 東西南北に縦横に走る溝がある。これには藤腺寓の
膿凡を多く含むもの，藤原宵以前の上器を含むもの，凡器を含むものなど出上遺物に述いがあ
ると共に埋- ｔの色調にも違いがある。確かな根拠はないが，藤原宮廃絶後の耕作に関係したも
のであろうｏ調査地のI 阿南隅にある３つの' 二職ＳＫ1826, 1827. 1828はいずれも深さ０．４ｃｌｌ１ｉＩ#〔

徒２ｍほどで，’ ' １に1 5～3 0 c m大の花尚岩が入っている。遺物はないが状況からして中世以降の
上職墓であるI ﾘ 能性がある。

今' ' ' 1の調査によって藤原水条坊の地削が，′ 脚内に広く及んでいるJ l f が明らかになった。道路
が宮の造営時には廃絶されている１１: 尖から考えられる‘ j i : は，まず，道路の地割と宮内の計画が
l l i 〔接関係をもたない場合である。寓内の' | ﾘ雌院・内災・' | ] 術などのブロック割はかなり大きな

噸位で行なわれているから，１町単位（約1 3 3ｍ）での地削は小さすぎる。このため，宮内に及
んだ京の小路の延屋部分は廃絶される' １１２になったものと考えられる。いずれにせよ，今l I I I およ
び第５～９次調査で検川した寓内の道路遺惟は，藤原京条坊の計I 1 h i ・施工州ｉｆと合わせて重要
な窓義を持っているｏなお，今' ' ' 1の調炎の道路交点と第５～９次調査のそれとは，理論上は束

－４７－
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西・南北ともに二町離れている小になる。両交点の座標を国土調査法による第六座標系の方眼

によって求め，両交点間の距離を算出すると3 7 3 . 2 ｍとなる。条坊が正しく直交していると仮

定すれば，２町〒264. 25ｍとなり，2111｢＝900尺として１尺＝293. 6111mとなるｏまた道路は方眼
北に対して西へ１o l 2 ' 傾いていることになる。

大官大寺跡の調査この調査は，大' 向' 大寺の伽藍配侭と藤原京の条坊制および飛鳥地域との

関連について検討するためにおこなったものである。調査地は，肌ロ香村小1 1 1の「誰堂」の字
名をもつ士壇とその周辺の水川である。その結果，織噛・I 1 7 i 廊跡などを検出した。

１講堂推定誰堂跡の土壇は，東西約6 5 ｍ，南北約3 0 ｍの矩形に近い畑である。識堂の基

壇は，東・西・北端はほぼ土壇内におさまっていたが，束南部は土域外の水田下で検出した。

基壊は耕作によって著しく削平され，礎石の据付掘形，根石は遺存しなかった。わずかに束梁

行側柱列の中央二間分にあたる礎石の抜取穴を検出した。これらは，リj 治2 2 年揺原神' 高. 造欝に

際して運び去られた時のものであろう。抜取穴はi I t 〔径1 . 4～2 . 0ｍ，深さ0 . 5～0 . 9ｍで心心距離

は約４．８，．５．８ｍである。穴の! | I には喫で割られた花尚岩礎石の破片が残っていたｏその一つ

には円形柱座をもつ造り出しがあり，座の直径約1 1 6 c m，高さ約1 0 c m，全休の戒径1 5 0 c m，高さ

6 0 c m以上に復原できる。基壇は，掘込承地業をせずに' 1 - 1 地表面上に茂柵色の山土と弥生式土器

土師器などを含む背灰色粘土とを互岬につきかためた版築技法で築成している。基鯉の化粧石

は，凝灰岩の切石でおこなっているが，焼失後に抜取られている。抜取り作業は，基壊端にそ
って幅約１ｍの溝を掘っておこなっている。溝の底には約１ｍ間陥に延石を外したときのもの

とみられる穴が検出された。化粧石が抜取られた時期は，出･ l ﾆ した' 器からみて８世紀前､ ' ４で

ある。抜取痕跡の状況から基壇化眺の椛造を復原すると，妓下部に奥行0 . 8 ' ' １，’ 隔約１ｍ，高

さ約0 . 3 ｍの延石を据え，その_ 1 二に地覆石，さらにその上に羽目石を立てたものと推定される。

延石が奈良時代に一般的なものに較べて大きく，また延石の外に雨落の痕跡がなく，延石の上

に雨が落ちていたI ﾘ 能性もあり，通常の壊正積基壇とは異なる点もある。階段の痕跡は全く検

霊
「屍_ ーに１１回廊

'1t程=＝
撒三＝＝＝

０５１０

第３図大官大寺跡遺椛実測I Ｘｌ
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飛鳴・藤原宮跡の発捌調査

ログ

' 1 ' されなかった。西北隅では抜取られているが，基壇の

東北，東南，西南隅では，化粧石抜取溝の底面で花尚岩

の礎石状の汀を検出した。石は長さ約１～１．５，，幅約

1 . 1 ｍ，厚さ約０．５ｍで上而を水､ I えにし，それぞれ外方

の二側面を基聴と､ Ｉえ行に整えている。石は基壇周りの整

地と同時に柵えられ，そのI : に延石が柵えられていたと

みられる。石の性格については軒の四隅の支柱としての

礎石，基聴化粧の四隅の補強，造営開始時における四隅

の確定のための勝示石的なものなどが想定されるが，

瓶例が無いので，なお検討を要する。確認した化粧石を

除く基壇の大きさは，火両約5 3 ｍ，南北約2 8 . 5 ｍ，現存

尚約1 . 7 ｍである。基壊の方位は北で西へ約Oo l 4 ' 振れ第４図極落下痕跡（西から）尚約上. ' / ｍであわｏ丞馴のﾉ J 1 工は躯~C 四へ細Ｕ‐ ｣ ４恋れ

ている。なお四隅の石の角で測ると東71 [ i 5 5 . 1 5ｍ，ｌ櫛北30 . 1 5ｍとなる。建物の平面形は桁行９

間，梁間４間と承られ，柱間は桁行17尺等l Hl ，染|剛１７．１８．１８．１７尺，側柱から基壊端まで南

北，東西とも1 3 尺に復原できる。

化粧石抜取溝の外には，造憐時の足場穴とみられる柱穴がある。柱間は２～2 . 5 ｍであるが

一定していない。基聴の南・東には焼失時の極の落下痕跡がみられた。いずれも断面が一辺約

1 5 c mの方形の穴で，斜に突きささっている。特に南l r I i I l i 火では約40 c mの|H1隔で一列に並んでい

る。穴の壁には炭が付蒜し, 穴の上1 ｍに極を打つけたとみられる角釘が残っているものもある。

また基壇束北端の外側では隅木の落下痕跡が検川された。穴に隅木の一部も造存し先端に風鐸

を吊りさげる金具類がとりついていた。隅木断1 ｍの一辺災はそれぞれ3 0 c m以上である。

２１１１１廊講堂の東西に| T I I 廊がとりつくことがﾘ j らかになったので，講憧心から西約5 0 ｍの

位瞬にもトレンチを設定して調査した。基聴は化粧石が抜きとられており，基底部に3 0 ～５０

c m大の河原石がはりついているｏ誰堂取付部で幅1 0 . 3 ｍ，現存尚約０．６ｍである。誰堂基壇よ

り西へ3 7 ｍ以上延びているので，側廊の東

西幅は心心で1 2 7 ｍ以上になる。基聴の方

位は，識堂にi 陵べて東で北に１０' 以上振れ

ている。一部で礎石の抜取穴や据付伽形列

を検出したｏそれによれば，桁行約４ｍ

( 1 3 尺），梁間約４．５ｍ（1 5尺）の噸廊に復

原され，東西1 0 間以上延びていることにな

る。また識喰とは，阿廊の北側柱列が那堂

建物の南入側柱列と柱筋を合わせる関係に

なる｡ なお，回廊基壇は，誰堂基壊の化粧なる。なお，回廊基壇は，誰堂基壊の化粧第５凶回廊跡（東から）

－４９－
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石を四面にめぐらしたのちに築成されており，基壇の築成方法，方位などの州違点からみて，
講堂よりも遅れてつくられている。

３金堂識堂の西南方に金堂跡が想定されるので，講堂心の西方約3 5 ｍ，南方約4 0 ｍの地

点で，９ｍ× ５ｍの南北トレンチを設定して調査した。しかし中世のものとみられる細溝を数

条検出したのみで，金堂基壇の積土・掘込地業など痕跡は確認されなかった。なお周辺を広く
調査する必要がある。

遺物瓦・土器・金属製品などがある。瓦には丸瓦･ 平瓦・軒丸施・軒平瓦ほかに道具瓦と

して礎斗瓦，面戸瓦，雁振瓦がある。軒丸瓦6 2 3 1 は，いわゆる大官大寺式のもので，細部の違
いで三種に分かれる。軒平瓦6 6 6 1は２種に分かれる。喫斗瓦は平瓦を焼成前に､ |も減し周囲を整
形したもので，凹而に布' 二I を残すものと，平坦で布目のみられないものとがある。後者は博か
も知れない。九瓦はすべて玉縁を有するものである。平瓦は縦に縄' 二I 叩きのみられるものが大
部分で格子叩きのものがわずかに含まれている。

土器は主に講堂基壇下の包含層と基壇化粧石の抜取溝から出土している。抜取溝からは土師

器皿ＡＩと椀Ｃとが重なって出土したほか，須恵器杯Ａ・Ｂなどがある。いずれも８世紀前半

に位置づけられるものである。基壇下の包含層からは，須恵器横瓶・蕊・杯Ａ・杯Ｂなどが出

土した。それらは藤原宮出土の土器と共通する。ほかに基壇下から縄文式時代後期の土器が２
個体ほど出土した。

金属製品には，鉄釘・飾り金具・銅玉・風鐸の吊り金具などがある。飾り金具は，講堂基聴
の束北隅と東南隅から各１点ずつ出土した。焼けて折れ曲っているが，隅木につけられていた
ものとふられる。厚さ0 . 2 c mの金銅製で縦4 2 c m，横3 3 c m大に復原される。縁取りの内側に唐草

文を線刻したのち，透し彫りしたものである。文様は左

右それぞれ四個所から内側へのびる唐草文で，上下・左

右が対称になるように配されている。唐草文の接点と四

周に都合1 8 個所の方形の鋲穴があり，一部に青銅製で頭

部円形の鋲がのこっている。風鐸の吊り金具は，焼失落

下した隅木の一部についたまま出- ｔしたもので，長さ３５

c mの鉄製環釘と直径1 2 c mの八葉形の金銅製座金具と断面

径2 . 5 c mの金銅製遊環からなるものであるｏ

今阿の調査結果から大官大寺の伽藍配侭を考えると，

正面に講堂を置き，その前面東に塔，西に金堂を配し，

講堂からのびる回廊が囲む観世音寺式または法起寺式が

考えられる。またこれまで講堂と想定されてきた建物跡

を講堂と断定することはできないので，これを金堂とし

その前に塔と西金堂を向いあわせた川原寺式を想定する

侭
、
」

確認蕊諒- 群：‐ ニーがＩ【）夢〈１
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第６図隅木先飾金具復原図
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飛鳥・藤原宮跡の発伽洲在

こともできないわけではない。しかし5 3 ｍ× 2 8 . 5 ｍ規模の金睡の例は奈良時代以前の寺院にな

く，９間× ４１冊l の平面形式も金堂としてはなく，識堂が一般的に9 1 1 1 × ４１H1 であることから識

蛍とゑておきたい。大' 闇' 大寺の創建年代については，天武二年説（｢ ' 本謀紀．大安寺伽藍縁起井

流記盗財' 帳），天武十二年説（元亭釈書・扶桑略記．噛家本譜寺縁起集）などがある。伽雌全体の上

限については，今後の調査を待たねばならないが，識鴬，｜可廊下屑の土器からすると，藤原宮

の造営とほぼ| I f l 時期と承てよさそうである。天武年間に造寺, 出家, 荊経，無遮大会を行なって

いる記録を考慮すると，今l n I 検出した誰唯，l I I I 廊が他の主要伽確より造街が遅れたと解するこ

ともできる。しかし大宝元年には「造大安，薬師二寺' ' ] ' 推察」とあり，縁起などは文武朝に九

頭塔，金堂が造営されたことを記しているので，１悲堂とl n l 廊の造営だけが遅れたとすることも

できない。むしろ伽藍の造営の上限を持統年| H 1 を大幅に遡らない時期に求めるべきであろう。

大官大寺の造営は，創建時期やその宮寺としての性格から，藤原京の条坊計画にそっておこ

なわれた可能性がある。しかし，今l I l I 知りえた火‘ 向' 人寺I 誰噛のI l J 心線は，これまで岸俊ｿ ) 氏に

よって推定された藤原京条坊の1 0 条４坊の東WI l 1 心線と正確には一致しない。これは造営時の

測堆誤差も考慮しなければならないが同時に推定条坊の線引きについても再検討する必要があ

ることを示している。これまでの調査によれば藤原京条坊は真北に対して２０' 以上Ｗ肺した方

格線をなすものと想定される。このことは, 単に条坊推定線の修I E だけでなく, 藤原京東京極で

あるI l i ツ道の南延長線を韮準線とする飛鳥の方格地割の研究にも再検討を迫ることになろう。

大‘ I ‘ { ' 大寺が平城京に移った年代については，和銅三年説と天､ I z 元年説とがある。今I I i l の調査

で識堂が焼失したことを確認しえたが，これは「扶桑略記」の和銅四年焼亡の記' j i : にｲ 1 1 ､ I 1 する

ものと考えられる。焼失後に，誰堂・l n I 廊ともに再建は認められないので，平城遥祁と同時に

移転した可能性が火きい。

和田廃寺の調査この調査は，槌原市和l i l 町北方の「入野塚」上埴南の水田において，宅地

造成に先立って行ったものである。調査地は，小墾1m宮推定地ｲ ､ j ･ 近からＩﾉ L i へのびる低､ I えな台地

と，‐ | ↑ 椛丘北麓をなす和田丘陵にはさまれた浅い谷状地形のほぼ' | 』央にあたっている。この谷

状地形は，さらに両へひろがり，旧河道の存在が予想された。調査の結果，この地形は弥生時

代から鎌倉時代まで続いた1 1 1 河道S X 1 0 0 の名残りで，調査地の南､ ' 2 部をしめていた。ＳＸ１００

は河床の砂採牌の広がりからみて，流路・川幅とも時代によって複雑に変化していたことが確

認できた。妓終的にはこの河道は潅岸の杭列をもつ溝ＳＤＯ４５Ｂとなる。出･ | こした凡器から, １３

世紀頃にはこの溝も埋められ，その後この地域は全而水田化したものと考えられる。ＳＸ１００

のⅡ. I 河道上，および北岸からは，掘立柱建物８，，柵５，溝３，井戸１，暗渠１，石敷遺‘ 職１を

検出した。遺構は古岐時代，飛鳥時代，それ以降の３時期に大別できる。

占墳時代の遺構には，調査地北端の素掘りの溝S D 1 4 5 があり，布留式･ 上器が出こした。

飛鳥時代の遺構調査地の南半部を河道s x 1 0 0 が，和、丘陵の北に沿って束から西へ流れ

る。その北岸の堆積- 上の上に，石敷S X 1 1 0 がある。S X 1 1 0 は堆砿上上に盛土し，河原石を敷

－５１－
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いたもので，ＳＸ１００の護岸洞敷と考えられる。盛上1 . ' １から７吐紀代の瓦が出土したｏ後世の

氾濫と耕作とによる破壊が著しいが，復原すると東噸4 4 ｍ以上，１幅約４ｍとなる。調査地の東

側にある石組溝S D1 0 1 は東から南へ1 1 1 1 折して設けられ，S X 1 0 0 へそそぐ排水溝である。石敷

S X 1 1 0 と同時に設けられたものであろう。S X 1 1 0 の北には約1 4 , 幅の空閑地を隔てて，東西

柵S A1 2 0があるｏＳＡ１２０は，柱間約２ｍで，２１間分4 5ｍを検出した。S A1 2 0は，S X 1 1 0と

同じく真東西に対･ し，西で北へ約４ｏ振れる。S A 1 2 0 で画された北側には，東西柵ＳＡ１３０・

S A 1 4 0 と，東西建物ＳＢ１５０・S B 1 6 0 があるｏＳＡ１３０は６間分，S A 1 4 0 は５間分を検出し

たがさらに東にのびる。柱列の方向は，いずれも典東西に対し，西で北へ約４～５．振れる。

S Bl 5 0は４× 1 1 1 } l の東西陳，S B1 6 0は８×１i Hl の束四に細憂い建物である。ＳＢ１５０は真東

四に対し西で北へ３o ，ＳＢ１６０は６．振れる。いずれも柱穴から７世紀代の瓦を検出したｏ

ＳＸ１１０で護られ，S A 1 2 0 によって面される柵・建物群が，すべて1 1 1 時期に作られたものかど

うかは，にわかに決定し得ないが，山上遺物からﾉ | : Ⅱ前後して設けられたと考えられる。

旧河道S X 1 0 0 は７世紀後半に一部埋戻され，造成の後建物がつくられた。建物S B O5 0 は６

×３間（桁行2 . 1 ｍ，梁間2 . 2 ｍ）の南北棟で，今回検出した中では肢も整った建物であるｏ

ＳＢＯ５０は，真北に対し北で東へ３o振れる。S BO5 0 の南西にある井戸S E O7 0 は，須恵器大
盤の底を打ち欠き，Ｉｌ－ｌにこぶし大の玉石を詰め，井戸として転川した誕井である。蕊は1 - 1 径

鋪７図 和厘廃寺辿鵬尖測図

－５２－

0 . 9 ｍ，ノI i 部に六耳環をつけて

いる。調査地の東南から井戸の

方向へのびる暗渠S DO2 0 は，

凡製土管1 6 個を連結したもので

あるが，暗渠上の施設は検出さ

れなかった。この他，調査地区

南､ |《にあたる河道埋- ' 二上では建

物SBO30，SBO40 , S BO80，

S BO9 0〆柵S AO6 0を検出した。

S B O3 0 ，S B O4 0 はいずれも３

間× 2 1 1 Mの南北棟で規模も小さ

く柱筋も通っていないｏＳＢＯ３０

はS DO2 0 より新しい。ＳＢＯ４０

の廃絶後には再び河川がこの付

近を流れたらしく，しがら象が

作られている。しがらみは，細

い杭を斜めに打ち込み，杭・竹

などを絡ませていたｏＳＢＯ４０
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の北にあるS A O6 0 は，南北柵で6 1 1 1 分を検出した。真北に対し，北で４。東へ振れる。ＳＢ

Ｏ８０・S BO9 0は，いずれも４× 2 1 1 Mの南北棟である。S BO8 0は掘立柱建物であるが，１個所

だけ根石を侭き，自然石の礎石をすえている。S B O9 0 は瓦器を含むＳＤＯ４５Ｂより古い。ＳＤ
Ｏ４５Ｂは良さ8 0 ｍまで確認した。ｏＳＸ１１０以南のｌＩＩ河道上にある柵・建物群は，７世紀後､ ドか

ら鎌倉時代にかけての長い期間に建てられたものであるが，方向，配侭などがS X 1 1 0 以北の

それと異なる点から，その性椿は異なったものが考えられる。

出土した遺物には土器・瓦・嶋尼・瓦製| 鋪などがある。ここでは寺に関連の深い凡と鴫尼

を主として紹介する。

Ｉ肝瓦は，ｉ肝丸瓦1 3型式，ｉ肝平瓦３型式がl l l l こした。' 肝丸瓦には，飛鳥寺創建のものとＭ型式

の単弁1 0 弁蓮華文凡や，畷浦寺山1 1 の高句麗系の，弁間に珠点を配する型式のものなど，飛鳥

時代初頭まで遡る型式が少岐I | ｜こした。その他，籾H廃寺出･ ｔのものと同施かと思われる噸弁

1 1 弁蓮華文虻や, 豊浦寺, 奥山久米寺出上のものと同形式の耽介８弁蓮華文瓦などがやや多い。

また川原寺創建時のものと同箔の複弁８弁蓮華文凡，’ ' ' １ﾉ ﾉ の述了･ が一噸にめぐる高腿寺川| この

ものと同型式の複弁８弁蓮薙文瓦が出i こしている。

軒平瓦は，軒丸瓦の穂類が多いのに較べて，３型式が出| こしたにすぎない。顎1 m文をもつ敢

弧文瓦の他，上外縁に細い線鋸歯文のある術萄店１恢文瓦の退化型式と承られるものが出| こして

いる。この他，興脇寺・軽寺と同施と思われる８世紀後､ ドの３１１１１反転の均正唐峨文瓦があるｏ

鴎尾は，完形に近い大形肘, １個体分と他に４個体分の破片がある。完形に近い大形品は，向さ

約1 2 8 c m，前後長さ約7 5 c m, | 陥約7 2 c mの大きさに復原できる。その形態と胴部文様の特徴から，

- K虫１吋. r 例，山Ⅲ寺出- 1 宝例の系譜につながるものであり，７世紀後､ ドのものと思われる。出１２

地点は，S A1 2 0 の東端北側の| I ] 地表上で，多数の丸・、' た凡，１，戸凡とともに出- こしたｏ

以上述べたように，今I n I 検1 1 Ｉした遺柵からは，和H1 廃寺の非域，あるいは伽隙配侭等を適確

には掴むことができなかった。しかし出こした瓦・邸尼等のあり方から象て，調査地は飛鳥時

代から奈良時代にかけて存在した寺院の一郭にあたる1 1 1 能性が強い。その場合には，ＳＡ１２０

は寺域の南限を画する施設として理解できると思われる。北接する水I H I l I にある「大野塚」’ ２

壇とS A 1 2 0 1 Hl の距離は約5 5ｍであるｏＩｌＩ心伽雌をこの「大野塚」を' ' １心した部分と想定する

ことは十分可能であろう。なお，洲在地付近は，推定藤原京朱惟大路にあたるが，これを‘ だ証

するまでには，さらに時間を要する。

今井町環濠の調査調在地は「今井町」I ﾉ L i 噛隅の存日神社の北で，両門の南にあたる児竜公

園内である。結果は，3 1 1 1 1 にわたる築成改修のあとのある糸棚りの内濠（' ' 1 冊4 . 0 ｍ）・Ｉ梁（l 脈

6 . 4 ｍ）・外濠を検出した。遺物には伊万里焼を- 1 弓とする梁付磁器，卜駄・籍・曲物・杓子・桶

などの木製品及び家紋入りの漆器椀がある。天Ｉ眼から江) 『初期の遺物は| | | 土していないが，｜：

塁・濠の位侭・規模は，・i l f 絵図に伝える内濠３間・Ｉ塁3 1 1 { l ・外濠4 1 1 M､ ドにほぼ一致し，素棚

りの濠・土塁は成立 ､ 1 1 初の婆であろう。（大脇潔・西 1 - ' 藤生）

－５３－




